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編集後記

　最終校正のゲラを前に、実にふさわしい方に特集の担当編集委員をお願いできたと改

めて感じている。子供時代を仙台市周辺で過ごし、その頃よく遊びに出かけていた地域

が壊滅的被害に見舞われたという、一ノ瀬先生である。先生の並々ならぬ決意は、招待

論文を含む特集の全論文の執筆者たちに共有されていて、何とかして一日も早い復興を

というスタンスに特集論文は貫かれている。

　いずれの論考も、問題を明らかにしながら、それぞれの専門的知見から解決方法を示し

てくれている。住民サイドの主体性の獲得の試みや IT の活用の進化にむけた取り組みな

どに希望の光が見える一方で、少し気になるのは、オーストリアからの懸念にも明らかなよう

に、共有すべき価値の部分の議論がやはり困難を極めるのだなということである。

　「物理と社会」という見て確認できるレベルを超えて、あるいは、「科学の限界を乗り越

えて命を守り切りたい」という切実な思いを受け止められる大きな受け皿についても探究

を進めるべきであろうという課題が示されてもいる。

　地震はこの世の終わりの兆候であると、理性を超えたところから発せられる声は伝えてい

る。また、かつて、理性と技術に頼んで文明を築いた民族が一夜にして地震で押し潰され

るという物語も、啓示の中には散見される。ハビタットロスの指摘は、この世を終末に追い

込まないために、理性と技術の構築物に安易に押しつぶされないために何が必要なのか

を示したものとも言える。

　この震災が人災か天災かといえば、人災であるという指摘があったが、人の何が災いの

もとになったのかはもちろんだが、人災としてそれを引き起こさせた天の意図は何なのかに

ついてまで考察を広げたい。《人間の手が稼いだことのために、陸に海に荒廃がもう現わ

れている。これは（アッラーが）、かれらの行ったことの一部を味わわせかれらを（悪から）

戻らせるためである。》（聖典クルアーン、ビザンチン章 41 節）。自分たちが行ったことは

何だったのか、そしてどこへ戻るべきなのかを、運動姿勢、タンパク質、昆虫の話題を含め

本号が考えるきっかけになればと思う。

奥田 敦
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